
産地パワーアップ事業の取組事例 （島根県）

取組の概要

取組の概要 ：施設野菜産地の形成の推進

計画作成主体：飯南町地域農業再生協議会

対象品目 ：トマト、パプリカ（施設野菜）
（産地面積:3.4ha）

主な取組主体：飯南町

成果目標 ：販売額の10％以上の増加（総販売額）

助成金の活用：生産支援事業（パイプハウス資材）
状況

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H27年度〉

〈目標:H32年度〉

トマト パプリカ

作付面積：0.71ha 0.58ha

販売単価：292円/㎏ 656円/㎏

販 売 額：10,166千円 8,460千円

事業効果

41,806千円

18,626千円

Ｈ27年度 Ｈ32年度

○リースハウス団地整備事業を実施し、農
業者の初期投資を軽減。就農しやすい環
境をつくることにより、今後の園芸作物
生産の担い手数を増加。

○生産面積・出荷量の増加により既存契約
先に加え新規取引先を開拓し、園芸作物
の産地形成と地域全体の所得向上を実現。

推進体制

地域の関係者（各品目生産団体、ＪＡ、
県、町）で協議会を組織し、栽培指導や
販路確保、生産基盤整備などの農業振興
に向けた事業を一体的に推進。

①パイプハウス資材の導入により、
町が園芸用ハウスを整備し貸し
出す「リースハウス団地整備事
業」を実施。

②ハウス貸し出しによる生産拡大
（産地形成）に加え、農業者の
初期投資を軽減することで、生
産規模拡大や新規就農を促す。

地域における独自の取組

〈県・市町村単独事業〉

＋124％

地区の概要

～トマト・パプリカの販売額～
○生産拡大に意欲ある農業者への施設規
模拡大へ向けた支援。

○新たに就農を志す青年を対象とした農
業研修の実施や就農時の施設・機械整
備など、担い手数増加のための支援。

〈主な取組〉

島根県
飯南町（トマト、パプリカ）
地区

トマト パプリカ

作付面積：2.35ha 1.05ha

販売単価：287円/㎏ 674円/㎏

販 売 額：26,978千円 14,828千円

○町単独事業によるハウス整備への補助。

○県及び町単独事業による生産者の育成
・確保に向けた、農業研修生への助成
や就農時の施設・機械整備への補助。


